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【 Ｆ Ｉ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 3 月 1 6 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 1 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 原 料 ガ ス 供 給 空 間 と 、
　 活 性 ガ ス 出 力 空 間 と 、
　 各 々 が 平 面 視 し て 矩 形 状 の 第 １ の 平 面 領 域 を 有 す る 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 と 、
　 各 々 が 平 面 視 し て 矩 形 状 の 第 ２ の 平 面 領 域 を 有 す る 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 と 、
　 前 記 原 料 ガ ス 供 給 空 間 と 前 記 活 性 ガ ス 出 力 空 間 と の 間 に 設 け ら れ る 放 電 空 間 用 構 造 体 と  
を 備 え た 活 性 ガ ス 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 放 電 空 間 用 構 造 体 は 、
　 所 定 の 形 成 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ る 複 数 の 溝 を 有 し 、
　 前 記 複 数 の 溝 は 互 い に 離 散 し て 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 溝 は そ れ ぞ れ 保 持 空 間 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 と 前 記 複 数 の 溝 の う ち 第 １ の 数 の 溝 と が 対 応 し 、 前 記  
第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 は そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 数 の 溝 の う ち 対 応 す る 溝 の 前 記 保 持 空  
間 内 で 保 持 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 と 前 記 複 数 の 溝 の う ち 第 ２ の 数 の 溝 と が 対 応 し 、 前 記 第  
２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 は そ れ ぞ れ 前 記 第 ２ の 数 の 溝 の う ち 対 応 す る 溝 の 前 記 保 持 空 間 内  
で 保 持 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 と 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 と は 、 前 記 所 定 の 形  
成 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ の  
平 面 領 域 と 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ の 平 面 領 域 と が 分 離 空 間 を  
挟 ん で 対 向 し 、
　 前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 に 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ 、 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造  
体 が 基 準 電 位 に 設 定 さ れ 、 前 記 分 離 空 間 は 放 電 空 間 を 含 み 、
　 前 記 放 電 空 間 に お い て 、 前 記 原 料 ガ ス 供 給 空 間 側 の 開 口 部 が ガ ス 供 給 口 と な り 、 前 記 活  
性 ガ ス 出 力 空 間 側 の 開 口 部 が ガ ス 噴 出 口 と な り 、 前 記 ガ ス 供 給 口 か ら 前 記 ガ ス 噴 出 口 に 向  
か う 方 向 が ガ ス 流 通 方 向 と し て 規 定 さ れ 、
  前 記 活 性 ガ ス 生 成 装 置 は 、
  前 記 活 性 ガ ス 出 力 空 間 内 に 設 け ら れ 、 基 板 を 載 置 す る 基 板 載 置 面 を 有 す る 基 板 支 持 台 を  
さ ら に 備 え 、
  前 記 ガ ス 噴 出 口 は ス リ ッ ト 状 を 呈 し 、
  前 記 ガ ス 流 通 方 向 は 前 記 基 板 載 置 面 に 対 し 垂 直 方 向 か ら 所 定 の 傾 き を 有 す る 斜 め 方 向 に  
設 定 さ れ る 、
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活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 放 電 空 間 用 構 造 体 は 内 部 を 貫 通 し た 開 口 領 域 を 含 み 、 前 記 開 口 領 域 は 前 記 所 定 の 形  
成 方 向 と 交 差 す る 対 向 方 向 に お い て 互 い に 対 向 す る 一 対 の 開 口 縁 部 を 有 し 、
　 前 記 複 数 の 溝 は そ れ ぞ れ 前 記 一 対 の 開 口 縁 部 に 設 け ら れ る 一 対 の 部 分 溝 を 含 み 、
　 前 記 保 持 空 間 は 前 記 一 対 の 部 分 溝 に 設 け ら れ 、 各 々 が 前 記 ガ ス 流 通 方 向 に 合 致 す る 空 間  
形 成 方 向 に 延 在 す る 一 対 の 部 分 保 持 空 間 を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ の 平 面 領 域 の 両 端 部 が 前 記 一 対 の  
部 分 保 持 空 間 内 で 保 持 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ の 平 面 領 域 の 両 端 部 が 前 記 一 対 の 部  
分 保 持 空 間 内 で 保 持 さ れ る 、
活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 高 電 圧 電 極 構 造 体 は 、
　 第 １ の 電 極 用 誘 電 体 膜 と 第 １ の 電 極 用 導 電 膜 と 第 １ の 補 助 誘 電 体 膜 と か ら な る 第 １ の 複  
合 構 造 を 含 み 、 前 記 第 １ の 複 合 構 造 に お い て 前 記 第 １ の 電 極 用 誘 電 体 膜 、 前 記 第 １ の 電 極  
用 導 電 膜 及 び 前 記 第 １ の 補 助 誘 電 体 膜 の 順 で 積 層 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 用 導 電 膜 に 前 記 交  
流 電 圧 が 印 加 さ れ 、
　 前 記 接 地 電 極 構 造 体 は 、
　 第 ２ の 電 極 用 誘 電 体 膜 と 第 ２ の 電 極 用 導 電 膜 と 第 ２ の 補 助 誘 電 体 膜 と か ら な る 第 ２ の 複  
合 構 造 を 含 み 、 前 記 第 ２ の 複 合 構 造 に お い て 前 記 第 ２ の 電 極 用 誘 電 体 膜 、 前 記 第 ２ の 電 極  
用 導 電 膜 及 び 前 記 第 ２ の 補 助 誘 電 体 膜 の 順 で 積 層 さ れ 、 前 記 第 ２ の 電 極 用 導 電 膜 が 前 記 基  
準 電 位 に 設 定 さ れ る 、
活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 放 電 空 間 用 構 造 体 は 導 電 性 を 有 し 、 前 記 放 電 空 間 用 構 造 体 に 前 記 基 準 電 位 が 付 与 さ  
れ 、
　 前 記 接 地 電 極 構 造 体 の 前 記 第 ２ の 複 合 構 造 に お い て 、 前 記 第 ２ の 電 極 用 導 電 膜 は 前 記 放  
電 空 間 用 構 造 体 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、
活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 接 地 電 極 構 造 体 は 、
　 前 記 第 ２ の 平 面 領 域 を 有 す る 単 体 電 極 用 誘 電 体 膜 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 第 ２ の 数 の 溝 は 、 前 記 複 数 の 溝 の う ち 前 記 所 定 の 形 成 方 向 に お い て 最 外 に 位 置 す る  
最 外 溝 を 含 み 、
　 前 記 単 体 電 極 用 誘 電 体 膜 は 前 記 最 外 溝 の 前 記 保 持 空 間 内 で 保 持 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ２ の  
平 面 領 域 が 前 記 放 電 空 間 用 構 造 体 と 接 触 関 係 を 有 す る 、
活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
原 料 ガ ス 供 給 空 間 と 、
  活 性 ガ ス 出 力 空 間 と 、
  各 々 が 平 面 視 し て 矩 形 状 の 第 １ の 平 面 領 域 を 有 す る 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 と 、
  各 々 が 平 面 視 し て 矩 形 状 の 第 ２ の 平 面 領 域 を 有 す る 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 と 、
  前 記 原 料 ガ ス 供 給 空 間 と 前 記 活 性 ガ ス 出 力 空 間 と の 間 に 設 け ら れ る 放 電 空 間 用 構 造 体 と  
を 備 え 、
  前 記 放 電 空 間 用 構 造 体 は 、
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  所 定 の 形 成 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ る 複 数 の 溝 を 有 し 、
  前 記 複 数 の 溝 は 互 い に 離 散 し て 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 溝 は そ れ ぞ れ 保 持 空 間 を 有 し 、
  前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 と 前 記 複 数 の 溝 の う ち 第 １ の 数 の 溝 と が 対 応 し 、 前 記  
第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 は そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 数 の 溝 の う ち 対 応 す る 溝 の 前 記 保 持 空  
間 内 で 保 持 さ れ 、
  前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 と 前 記 複 数 の 溝 の う ち 第 ２ の 数 の 溝 と が 対 応 し 、 前 記 第  
２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 は そ れ ぞ れ 前 記 第 ２ の 数 の 溝 の う ち 対 応 す る 溝 の 前 記 保 持 空 間 内  
で 保 持 さ れ 、
  前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 と 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 と は 、 前 記 所 定 の 形  
成 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ の  
平 面 領 域 と 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ の 平 面 領 域 と が 分 離 空 間 を  
挟 ん で 対 向 し 、
  前 記 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 に 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ 、 前 記 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造  
体 が 基 準 電 位 に 設 定 さ れ 、 前 記 分 離 空 間 は 放 電 空 間 を 含 み 、
  前 記 放 電 空 間 に お い て 、 前 記 原 料 ガ ス 供 給 空 間 側 の 開 口 部 が ガ ス 供 給 口 と な り 、 前 記 活  
性 ガ ス 出 力 空 間 側 の 開 口 部 が ガ ス 噴 出 口 と な り 、 前 記 ガ ス 供 給 口 か ら 前 記 ガ ス 噴 出 口 に 向  
か う 方 向 が ガ ス 流 通 方 向 と し て 規 定 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 数 の 溝 と 前 記 第 ２ の 数 の 溝 と の 組 合 せ が 第 ３ の 数 の 放 電 空 間 形 成 用 溝 と 規 定  
さ れ 、
　 前 記 複 数 の 溝 の 一 部 が 前 記 第 ３ の 数 の 放 電 空 間 形 成 用 溝 と な る 、
活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 溝 の う ち 、 前 記 第 ３ の 数 の 放 電 空 間 形 成 用 溝 を 除 く 溝 が 第 ４ の 数 の 不 使 用 溝  
に 分 類 さ れ 、
　 前 記 第 ４ の 数 の 不 使 用 溝 の 前 記 保 持 空 間 及 び 前 記 第 ４ の 数 の 不 使 用 溝 に 隣 接 す る 前 記 分  
離 空 間 を 塞 ぐ よ う に 配 置 さ れ た ブ ラ ン ク 部 品 を さ ら に 備 え る 、
活 性 ガ ス 生 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 着 目 領 域 の 詳 細 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 高 電 圧 印 加 電 極 部 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 接 地 電 位 電 極 部 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 単 体 電 極 用 誘 電 体 膜 の 構 造 を 示 す 説 明 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 単 体 電 極 用 誘 電 体 膜 の 構 造 を 示 す 説 明 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 複 数 の 溝 に お け る 高 電 圧 電 極 構 造 体 及 び 接 地 電 極 構 造 体 の 保 持 形 態 を 示 す 説 明 図  
（ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 複 数 の 溝 に お け る 高 電 圧 電 極 構 造 体 及 び 接 地 電 極 構 造 体 の 保 持 形 態 を 示 す 説 明 図  
（ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 発 生 器 ベ ー ス フ ラ ン ジ の 全 体 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 着 目 領 域 の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 発 生 器 ベ ー ス フ ラ ン ジ の 全 体 構 造 （ 初 期 状 態 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 発 生 器 ベ ー ス フ ラ ン ジ の 全 体 構 造 （ 完 成 状 態 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 押 圧 部 材 の 構 造 を 模 式 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ブ ラ ン ク 部 品 の 使 用 例 を 模 式 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ と 複 数 の 溝 ５ ４ の う ち 第 ２ の 数 の 溝 ５ ４ と が 対  
応 し 、 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ は そ れ ぞ れ 第 ２ の 数 の 溝 ５ ４ の う ち 対 応 す る 溝 ５ ４  
の 保 持 空 間 Ｓ ５ ４ 内 で 保 持 さ れ る 。 な お 、 後 に 詳 述 す る よ う に 、 第 ２ の 数 の 接 地 電 極 構 造  
体 に は 、 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ 以 外 の 構 造 を 有 す る 単 体 電 極 用 誘 電 体 膜 ３ や 単 体 電 極 用 誘 電  
体 膜 ４ が 含 ま れ て い る 。 以 下 で は 、 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ を 代 表 さ せ 、 第 ２ の 数 の 接 地 電 極  
構 造 体 １ ４ と し て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 接 地 電 位 電 極 部 ２ は 電 極 用 誘 電 体 膜 ２ ０ 及 び 金 属 電 極 ２ １ を 主 要 構  
成 要 素 と し て 含 ん で い る 。 電 極 用 誘 電 体 膜 ２ ０ は 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ の 電  
極 用 誘 電 体 膜 と な り 、 金 属 電 極 ２ １ は 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ の 電 極 用 導 電 膜  
と な る 。 電 極 用 誘 電 体 膜 ２ ０ 上 に 電 極 用 導 電 膜 で あ る 金 属 電 極 ２ １ が 設 け ら れ る 。 金 属 電  
極 ２ １ は ス パ ッ タ 、 蒸 着 、 ま た は 印 刷 焼 成 に よ っ て 電 極 用 誘 電 体 膜 ２ ０ 上 に 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 一 対 の 部 分 保 持 空 間 Ｓ ５ ４ １ 及 び Ｓ ５ ４ ２ そ れ ぞ れ の 所 定 の 傾 き は ガ ス 流 通 方 向 Ｆ Ｇ に  
合 致 す る 空 間 形 成 方 向 に 延 在 す る 空 間 の 傾 き に 一 致 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 活 性 ガ ス 生 成 装 置 ５ に お い て 、 高 周 波 電 源 １ ０ ０ か ら 交 流 電 圧 が 電 極  
接 続 線 Ｌ １ を 介 し て 第 １ の 数 の 高 電 圧 電 極 構 造 体 １ ３ の 金 属 電 極 １ １ に 印 加 さ れ る 。 一 方  
、 接 地 電 極 構 造 体 １ ４ の 金 属 電 極 ２ １ は 溝 側 壁 部 位 ５ ６ と 金 属 ピ ン 等 を 介 し て 接 触 す る こ  
と に よ り 、 発 生 器 ベ ー ス フ ラ ン ジ ５ ３ を 介 し て 基 準 電 位 で あ る 接 地 電 位 に 設 定 さ れ る 。 ま  
た 、 発 生 器 ベ ー ス フ ラ ン ジ ５ ３ に は 接 地 電 位 が 付 与 さ れ て い る た め 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第  
２ の フ ラ ン ジ 接 触 領 域 は 接 地 電 位 に 設 定 さ れ る 。
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